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※本委員会資料の内容は、安倍川総合土砂管理計画の現時点における検討段階
のものであり、検討状況により結果が変更される場合がある。
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・第９回委員会での質問対応

・安倍川総合土砂管理計画（案）の概要
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（１） 第９回委員会での主な質問
1．第９回委員会での質問対応

P13河口テラスの状況を示してほしい。安倍川の
河口テラスをうまく表現する必要がある。

福岡委員長河口テラス

掘削量を増やすのは慎重に対応すべき。掘
削の仕方によって、海岸への影響が異なると
考えら得るため、100万ｍ3掘削していたとき
の海岸への影響を表現しておくことが重要で
はないか。

佐藤委員

P32

今回議論している掘削量20万m3/年は、かつ
ての砂利採取の1/5程度と少ないため、海岸
へ影響が出ないということなら良いが、なんと
なく直感と合わない。

山本委員

河道掘削

P10

第9回委員

会資料

細砂、砂礫、石の定義はどうなっているか？
河川と海岸で土砂の移動形態が異なること
を考慮する必要はないか？

山本委員粒径区分

意見委員項目



粒径区分の考え方
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出典：Google map

静岡海岸（約
7,800m）

清水海岸（約
9,200m）

安倍川河口

（１） 静岡清水海岸の底質調査位置図

平成18年度定質調査地点

静：NO30

静：NO5

清：NO76
清：NO67

清：NO62
清：NO65

清：NO39
清：NO37

清：NO35
清：NO33
清：NO32
清：NO30
清：NO29
清：NO27

清：NO14• 平成18年度の海岸低質調査地点は以下の通りである。

静岡清水海岸の粒度構成
1．第９回委員会での質問対応
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安倍川

清水海岸（約9,200m）

底質調査位置

（２） 静岡清水海岸の海岸を構成する主材料の整理

• 平成18年度の海岸低質調査位置と施設配置状況の整理は以下の通りである。

静岡海岸（約7,800m）

H15～H16養浜
10,800m3

静岡清水海岸の粒度構成

H15～H17養浜
72,400m3

H17養浜
11,600m3

1．第９回委員会での質問対応
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主材料は砂
（0.075mm～0.85mm）

主材料は礫
（0.85mm～19mm）

（３） 静岡清水海岸の海岸粒径

• 静岡清水海岸を構成する材料は水深方向（T.P.-2.0m付近）で二極化しており、砂分（0.075mm～0.85mm）と礫分（0.85mm～19mm） に分けられる。

静岡清水海岸の粒度構成

T.P.
+2.0m

T.P.
+1.0m

T.P.
0.0m

T.P.
-1.0m

T.P.
-2.0m

T.P.
-3.0m

1．第９回委員会での質問対応
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１号消波工

L字突堤

５号ヘッドランド

１号ヘッドランド

消波工　離岸堤

全粒径清水海岸_NO14、27 清水海岸_NO29～33 清水海岸_NO35～39 清水海岸_NO62～76 静岡海岸NO5、NO30
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移動限界水深（T.P.-8.0m）

NO30の-3.0m付近の
勾配が急なため、大き

な粒径残る

※測量は平成23年度

T.P.
+2.0m

T.P.
+1.0m

T.P.
0.0m

T.P.
-1.0m

T.P.
-2.0m

T.P.
-3.0m

主材料は砂
（0.075mm～0.85mm）

主材料は礫
（0.85mm～19mm）

（３） 静岡清水海岸の海岸粒径

細かな粒径が西側へ
移動しつつある

ヘッドランド背後の
堆積域と推定

• 静岡清水海岸を構成する材料は沿岸方向、水深方向で二極化しており、砂分（0.075mm～0.85mm）と礫分（0.85mm～19mm） に分けられる。

• 砂成分は、漂砂の上手側（西側：安倍川河口）から下手側（東側：清水海岸飛行場）、また、沖合いから陸側に進行している。

静岡海岸清水海岸

静岡清水海岸の粒度構成

H15～H16養浜
10,800m3

H15～H17養浜
72,400m3

H17養浜
11,600m3

1．第９回委員会での質問対応
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（４） 静岡清水海岸の海岸侵食の変遷

• 昭和45年ごろに海岸侵食が発生したが、近年は清水海岸付近まで回復してきている。

• 底質調査結果から、西側、沖合い方向から回復していると考えられる。

静岡海岸（約7,800m）清水海岸（約9,200m）昭和22年航空写真

昭和45年航空写真

平成21年航空写真

海岸が回復

静岡海岸（約7,800m）清水海岸（約9,200m）

静岡海岸（約7,800m）

清水海岸（約9,200m）

静岡清水海岸の粒度構成
1．第９回委員会での質問対応

静：NO30静：NO5清：NO76
清：NO67

清：NO39

静：NO30静：NO5清：NO76
清：NO67

清：NO39

静：NO30静：NO5清：NO76
清：NO67

清：NO39
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（５） 粒径区分の定義 静岡清水海岸の粒度構成

• 海岸に寄与する主な粒径（0.075mm～75mm）、及び河口テラスでの粒径の存在状況（0.25mm～19mm）、土の分類（日本統一分類法）を参考に、
細砂（0.075mm～0.85mm）、砂礫（0.85mm～19mm）、石礫（19mm～300mm）、巨石（300mm以上）の4区分に設定した。

• 海岸汀線部分では砂礫が多く、-2.0m以深ではほぼ砂となる。また、中河川領域では砂礫、石礫が多く、山地河川領域では石礫、石の割合が多い

粗石 巨石

（コブル） （ボルダー）

細粒分 粗粒分

石

石分

粘土 シルト

砂 礫

粗礫中礫細礫粗砂中砂細砂

5μm 75μm 250μm 425μm 850μm 2mm 4.75mm 75mm 300mm

粗石 巨石

（コブル） （ボルダー）

細粒分 粗粒分

石

石分

粘土 シルト

砂 礫

粗礫中礫細礫粗砂中砂細砂

5μm 75μm 250μm 425μm 850μm 2mm 4.75mm 75mm 300mm19mm

細砂 （0.075mm～0.85mm）
海岸領域（T.P.-2m以深）に多く存在する粒径

石礫 （19mm～300mm）
山地河川領域～中下流河川領域に広く存在する粒径

巨石 （300mm以上）
山地河川領域に存在する粒径

砂礫 （0.85mm～19mm）
中下流河川領域～海岸領域（河口および汀線付近）に広く存在する粒径

測線（No.33）より東側の
区間は海底勾配が急な
ため特性が異なる

【山地河川領域】

（平成17年度調査） （平成18年度調査）

測点No.

＜汀線 T.P.+1～-1m＞

静岡海岸 清水海岸河口

＜T.P.-2～-4m＞

＜T.P.-5～-6m＞

＜T.P.-7～-8m＞

【中下流河川領域】

（平成20年度調査）

測点No.

測点No.

測点No.距離漂.

石 石礫 砂礫 細砂 シルト以下 平均河床高（H15）

-400

-200

0

200

400

0123456789101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445

川
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（
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1．第９回委員会での質問対応



掘削手法の違いによる影響
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• 掘削方法によって河口への供給土砂量がどう変化するのかを一次元河床変動計算により検証。Ⅰ.目的

• 河道掘削による影響を把握するため、初期河道、外力等の条件は固定し、河道掘削の条件のみを変化させる。

• 掘削量は、20万m3/年または70万m3/年（昭和30年代に実施された砂州採取（S30～S42）の平均）とし、掘削量を
変化させる。

• 河道掘削（70万m3/年）は最初の13年間のみ実施し、14年目以降は掘削後の河床高を維持させるものとし、掘削
量は堆積量に応じて年毎に変化させる。

Ⅱ.仮定

検討ケースと掘削位置の設定

Ⅲ.検討条件 • 河道条件：現況河道（H24.7LP測量）
• 流量条件：S57～H23（30年間）×4回のハイドロ

：Case1-2の掘削範囲
：Case1-3の掘削範囲（昭和41年7月～8月

の調査地先名より確定し、設定）
：Case1-4の掘削範囲

俵沢
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与一

狩野橋

向敷地

下川原
掘削範囲の設定掘削範囲の設定

Ⅳ.評価の視点 • 河道掘削位置により、河口への供給土砂量は変
化するか。

（１） 河道掘削の違いによる影響検討の内容 掘削方法の影響

一次元河床変動計算における河道掘削のイメージ

平均河床高の計算のため、
掘削量に応じて平均的に河
床を下げる
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下流より掘削河道に到達するまで毎年20万m3掘削

下流より掘削河道に到達するまで毎年20万m3掘削20万m3掘削

河床掘削を行わない掘削無し

河口付近を70万m3掘削※170万m3掘削

掘削方法

1．第９回委員会での指摘事項

河道内の河口付近を70万m3掘削
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※1 河口付近（0-3k）を掘削する。（下図Case1-4に該当）
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（２） 河道掘削の違いによる影響検討に使用する一次元河床変動モデル 掘削方法の影響
1．第９回委員会での指摘事項

※水深T.P.0.0～-8.0mの右図の範囲で集計

67万m3一次元河床変動計算値

65万m3実績（H23.4～9）
河口部詳細深浅測量

67万m3一次元河床変動計算値

65万m3実績（H23.4～9）
河口部詳細深浅測量

平成23年出水時の移動限界水深（T.P.-8m）
以浅における安倍川河口部の堆積土砂量

河口部の堆積状況
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　　：砂利採取箇所の堆積量
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• 河道掘削の検討に用いた一次元河床変動計算モデルは、平成23年出水において、水位、河床高、河口部の堆積状況等を概ね再現したモデルを使用した。

痕跡水位の再現計算結果

平成23年出水前後の土砂収支

平成23年出水前後の河床変動高
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（３） 河道掘削の影響 （20万m3/年掘削の場合）

• 掘削なしと20万m3/年の掘削を比較すると、河川から海岸への供給土砂量、河口テラスの堆積量、河口テラスからの沿岸漂砂量ともに、大きな違いはない。
• 数年に一度出水があると（100年平均）、 20万m3/年程度の掘削であれば、沿岸漂砂量20万m3/年は概ね確保される。
• 小規模出水期間が続くと、河口テラスに堆積した土砂を削りながら沿岸漂砂量20万m3/年は確保されるが、河口から海岸への供給土砂量が減少するため、河口テラ

スは後退する。

100年平均 小規模出水_10年平均

河口から海岸への
供給土砂量
（万m3）

掘削方法の影響
1．第９回委員会での指摘事項
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（３） 河道掘削の影響 （20万m3/年掘削の場合）

• 数年に一度出水があると（100年平均）、河川から海岸への供給土砂量が河口テラスに堆積し、小規模出水期間が続くと、河口テラスは後退する。
• 20万m3/年程度の河道掘削であれば、数年に一度出水があれば（100年平均）、河川からの供給土砂量を河口テラスでストックすることは可能となる。

掘削方法の影響
1．第９回委員会での指摘事項
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（４） 河道掘削の影響 （70万m3/年掘削の場合） 掘削方法の影響
1．第９回委員会での指摘事項

• 70万m3/年の掘削を行う場合と掘削なしの場合を比較すると、海岸への供給土砂量、河口テラスからの沿岸漂砂量への影響が大きい。
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（万m3）
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（４） 河道掘削の影響 （70万m3/年掘削の場合）

• 河口付近を70万m3/年掘削する場合と掘削なしの場合を比較すると、掘削なしのケースに比べ、河口付近の掘削を行う方が、河口から海岸への供給土砂量の減少
量が大きく、小規模出水が続く場合はその影響がより大きくなる。

掘削方法の影響
1．第９回委員会での指摘事項
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河口テラスの変動状況
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（１） 河口地形の変化 河口テラスの変動状況

河口地形の変化
砂防事業、砂利採取等の土

砂環境へのインパクトの少ない
状態での河口部である。海岸も
侵食しておらず、ほぼ自然状態
に近い状況であると考えられる。

昭和22年（1947年）

昭和45年（1970年）

急激な砂利採取実施後の河
口部の状態である。S22の海岸

線と比較して、河口、右岸側、左
岸側とも大きく後退している。

昭和56年（1981年）

砂利採取実施規制後の河口
部の状態である。S45の海岸線

と比較して、河口ではまだ後退
が見られる。

左岸側（静岡海岸）では、海岸
保全施設として突堤が設置され
ている。

平成元年（1989年）

左岸側（静岡海岸）では
離岸堤が設置され、海岸が
回復している状況がわかる。

H9と比較すると河口部では前

進している状況である。河口部は
S22（黒線）と比較すると当時まで

回復している状況にはない。
左岸側（静岡海岸）では、S22

当時まで海岸が回復している状
況がわかる。

平成9年（1997年）

平成16年
（2004年）

S22
S45

昭和45年（1970年）

昭和22年（1947年）

S45
S56

昭和56年（1981年）

H1
H9

平成9年（1997年）

S22

S22
H9
H16

平成16年（2004年）

S56の海岸線と比較して、

前進している状況が見られる。
左岸側（静岡海岸）では、

海岸が回復している状況がわ
かる。

S56
H1

平成21年（2009年）

平成元年（1989年）

S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
● ● ● ● ● ● ●

砂利採取
汀線後退

静岡海岸回復

S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
● ● ● ● ● ● ●

砂利採取
汀線後退

静岡海岸回復

S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
● ● ● ● ● ● ●

砂利採取
汀線後退

静岡海岸回復

S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
● ● ● ● ● ● ●

砂利採取
汀線後退

静岡海岸回復

S57　洪水

S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
● ● ● ● ● ● ●

砂利採取
汀線後退

静岡海岸回復

S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
● ● ● ● ● ● ●

砂利採取
汀線後退

静岡海岸回復

S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
● ● ● ● ● ● ●

砂利採取
汀線後退

静岡海岸回復

H21
H9

S22

H16
河口部左岸側（静岡海岸

の端）で海岸が回復している
状況がわかる。平成21年（2009年）

• 安倍川河口部の空中写真より、砂利採取等のインパクトと河口部地形変化の関係を整理した。
• 砂利採取規制後、海岸汀線は大きく後退したが、海岸保全施設の整備とともに、左岸側（静岡海岸）が侵食し、その後回復する。

1．第９回委員会での指摘事項
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（２） 河口テラスの変化 河口テラスの変動状況

平成19年7月

(T.P.m)

出水

波浪
テラスの前進

(T.P.m)

平成19年5月

昨年に開削した
箇所は閉塞

(T.P.m)

平成20年4月

手越時刻流量（平成19年）
年最大流量 = 2351.21 m

3
/s

7/15 10:00

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

H19.1 H19.2 H19.3 H19.4 H19.5 H19.6 H19.7 H19.8 H19.9 H19.10 H19.11 H19.12

流
量

（
m

3
/
s）

手越時刻流量（平成20年）

年最大流量 =307.78 m
3
/s

5/25 10:00

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

H20.1 H20.2 H20.3 H20.4 H20.5 H20.6 H20.7 H20.8 H20.9 H20.10 H20.11 H20.12

流
量

（
m

3
/
s）

• 安倍川河口部の深浅測量より、出水と河口テラスの地形変化を整理した。
• 出水によってテラスが前進し、洪水後は元の形状に近い形まで縮小する。

平成19年5月

平成19年7月

平成20年4月

1．第９回委員会での指摘事項
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（３） 河口テラスの変化

• 河口テラスの変化量を標高別に整理した結果、-5m～-10mの移動限界水深付近での変動がほとんどであり、-10m以深での変化はない。

河口テラスの土量変化 河口テラスの変動量変化

T.P.0m～－5m

T.P.－5m～－10m

T.P.－10m～－16m

ほとんどの土砂が堆積

河口テラスの変動状況
1．第９回委員会での指摘事項
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（４） 河口テラスの変化

• 実績の河口テラス変化量と計算結果の変化量を比較すると、変動に偏りがある年がみられるものの、変動の大きい平成16年や平成23年、長期的な変化
（平成23年）では概ね同再現できている。

• 河口テラスから静岡海岸東側へ行くに従い、陸側の勾配は急勾配となる。

河口テラスの変化量整理

河口テラスと静岡海岸測線の横断図

河口テラスの変動状況

砂分平衡勾配（1/50）

礫分平衡勾配（1/10）
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計算結果（20万掘削_維持）

実績

※計算結果は平成15年末からの変化量

　実績は平成16年4月からの変化量

※集計期間及び集計範囲はやや異なる

1．第９回委員会での指摘事項



23

細砂 砂礫 石礫 巨石

赤水の滝

玉機橋中河内川

藁科川

河口

河口テラス

静岡海岸

清水海岸

砂防区間支川

（単位：万m3/年）

凡　例

：通過土砂量

：土砂収支（+は堆積、-は洗掘）

：河道掘削量 空隙率λ=0.35を含む

合計

2.8 1.7 1.7 0.0 6.2

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

4.7 1.4 1.0 0.0 7.1

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

7.1 1.9 1.2 0.0 10.2

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

8.8 0.4 0.1 0.0 9.3

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.8 0.0 0.0 0.0 0.8

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

2.2 2.8 1.8 0.0 6.8

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

+0.0 +1.1 +2.4 +0.0 +3.5

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.0

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

+0.4 +1.2 +1.5 +0.0 +3.1

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.0 0.1 0.0 0.0 0.2

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

15.2 2.2 0.2 0.0 17.6

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

17.4 3.3 0.7 0.0 21.4

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

13.5 3.3 0.7 0.0 17.5

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

18.9 4.0 0.7 0.0 23.6

足久保川

0.0 0.0 0.0 0.0

岸沖漂砂

細砂 砂礫 石礫 巨石

赤水の滝

玉機橋中河内川

藁科川

河口

河口テラス

静岡海岸

清水海岸

砂防区間支川

（単位：万m3/年）

凡　例

：通過土砂量

：土砂収支（+は堆積、-は洗掘）

：河道掘削量 空隙率λ=0.35を含む

合計

2.8 1.7 1.7 0.0 6.2

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

4.7 1.4 1.0 0.0 7.1

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

7.1 1.9 1.2 0.0 10.2

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

8.8 0.4 0.1 0.0 9.3

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.8 0.0 0.0 0.0 0.8

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

2.2 2.8 1.8 0.0 6.8

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.7 3.5 3.7 0.0 7.9

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

-0.3 -1.7 -1.0 0.0 -3.0

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.0

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.4 1.2 1.5 0.0 3.1

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

0.0 0.1 0.0 0.0 0.2

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

15.2 2.2 0.2 0.0 17.6

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

17.1 2.8 0.7 0.0 20.6

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

13.5 3.3 0.7 0.0 17.5

細砂 砂礫 石礫 巨石 合計

18.5 3.3 0.4 0.0 22.2

足久保川

0.0 0.0 0.0 0.0

岸沖漂砂

（1） 土砂収支の数値 ： 現状と対策後の比較 土砂収支

通過土砂量 マップ 現状100年の平均

粒径集団：細砂(0.075mm～0.85mm) 砂礫(0.85mm～19mm) 石礫（19mm～300mm） 石(300mm～)

通過土砂量 マップ 対策後100年の平均

• 現状と対策の計算条件を100年平均とすることで統一した。
• 現状と対策後の通過土砂量マップを作成した結果、河川から河口、河口から海岸への土砂供給量がともに20万m3/年を上回っている。

現状（掘削なし） 対策後（20万m3/年掘削（13年）_その後維持掘削（87年））

1．第９回委員会での指摘事項

なし養浜

なし掘削

100年間（昭和57年～平成23年
×4回のうちの100年）

流量

平成24年7月河道（LP測量）初期河道

現状の通過土砂量マップ試算条件

なし養浜

なし掘削

100年間（昭和57年～平成23年
×4回のうちの100年）

流量

平成24年7月河道（LP測量）初期河道

現状の通過土砂量マップ試算条件

なし養浜

最初の13年間：初期掘削20万m3/年
その後87年間：維持掘削6万m3/年

掘削

100年間（昭和57年～平成23年×4回のうちの
100年）

流量

平成24年7月河道（LP測量）初期河道

事業対策後の通過土砂量マップ試算条件

なし養浜

最初の13年間：初期掘削20万m3/年
その後87年間：維持掘削6万m3/年

掘削

100年間（昭和57年～平成23年×4回のうちの
100年）

流量

平成24年7月河道（LP測量）初期河道

事業対策後の通過土砂量マップ試算条件
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まとめ

【まとめ】
• 海岸地形は砂と礫により形成されていると想定される。
• 20万m3/年程度の掘削であれば、供給土砂量を河口テラスでストックすることは可

能となり、河口テラスからの沿岸流砂量への影響も小さい。
• 70万m3/年まで掘削すると、河川からの供給土砂量を河口テラスへストックするこ

とが困難となるとともに、掘削位置により河口テラスからの沿岸漂砂量の減少量が
より顕著となる。

•土砂供給源である河川での主材料は礫であり、砂の割合は少ないが、掘削を行う
際は、モニタリング結果の応じて粒径に留意するなどの配慮を行っていく。

【今後の対応】
• 河川と海岸をつなぐ河口テラスも含め、河川～河口テラス～海岸の一連の土砂動

態の関係が不明確な部分もあることから、モニタリングを継続し、土砂動態の解明
に努めていく必要がある。

1．第９回委員会での指摘事項


